
富士通は労働組合つぶしを止めろ！
５月２３日(金)、全労連・東京地評争議支援総行動が終日都内で取り組
まれました。夕方のメイン行動では、ＪＭＩＵ高見沢電機の工場閉鎖によ
る組合つぶしの問題で、富士通本社前行動に７００人が結集しました。
主催者を代表して挨拶した全労連の坂内議長は、「大企業の社会的責任、
差別を許すなの世論でこの間、東芝や住友重機械工業で争議解決している。
企業の健全な発展のためにも早期に解決を」と力強く訴えました。
この行動には、長野県からもバス２台で参加し、電機懇からも東芝・日
立・福島岩通などの職場から２０名を超える参加で、大企業富士通に対す
る怒りのシュプレヒコールが高層ビル街を突き抜けました。

2008年6月10日 労働者と産業の動きを伝える情報紙・ＥＬＩＣ 第２４６号 （１）

電機労働者懇談会

発行者ＥＬＩＣ編集委員会谷口利男
108-0073 東京都港区三田3-2-20
℡(03)3455-6006 Fax3451-3595
郵便振替00130-3-358078ELIC編集委員会

2008年6月10日

No 246
1部100円

高見沢電機争議支援に７００名

５月２３日(金)争議支援メイン行動（富士通本社前にて） 今月号の紙面
①高見沢差別争議支援行動

②安川電機の業績連動方式

③松下ＰＤＰ争議判決の意義

④派遣問題学習会を開催

⑤日立労組本部に要請行動

⑥私の自慢「和太鼓」金子氏

⑦ＮＭＳ団交で成果を勝取る

トランペッター松平氏

⑧掲示板､電機９条の会

からむす原稿募集､集積回路


